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論文審査の結果の要旨 

 

１ 研究目的の評価 

 本研究は、児童思春期精神科における外来薬物療法中の子どもの服薬アド

ヒアランスに影響を与える因子、ならびに子どもの服薬アドヒアランスと子

どもの薬物療法に対する親のアドヒアランスとの関連について明らかにしよ

うとしたもので、目的は十分に妥当である。 

 

２ 研究手法に関する評価 

 向精神薬の服用経験がある 7 歳から 17 歳までの患者およびその母親に対

し、自記式質問票による調査を行った。調査項目は、基本属性、医療情報、

子どもおよび母親の服薬アドヒアランス、親子間の信頼感尺度であり、質問

票に記入漏れのない 30 組の母子からの回答を解析対象としたもので、研究方

法も妥当である。 

 

３ 解析・考察の評価 

 子どもの服薬アドヒアランスには有意な関連要因は認められなかったが、

母親のアドヒアランスには「受診してから子どもの症状が改善したという母

親の認識」が有意に関連していた。また、14歳未満の子どもにおいては、子

どもの「服薬に対する態度」と母親のアドヒアランスに有意な相関が認めら

れた。14歳以上の子どもの服薬アドヒアランスは、母親に対する子どもの信

頼感と有意な相関を示した。 

 

 以上のように本論文は、子どもの服薬アドヒアランス向上に関する研究に

貢献するところが大であり、審査委員は全員一致で博士（医学）の学位に値

するものと判断した。 

 

 

 


